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§１．研究成果の概要 

本研究課題の目的は、人工知能（AI）アプローチの可能性を活用して、健康的な加齢を促進す

ることである。この目的のために、客観的な機械学習に基づくバイオマーカーを研究して、認知的

介入を評価し、個別適合可能な治療法を支援する。 

2021 年度は、認知機能が低下した高齢者と、認知機能が保たれている高齢者の、認知課題遂

行中の脳波データや、課題遂行データから、認知機能の低下の有無を判別する技術を開発した。

脳波データおよび課題遂行成績から、認知機能の判別が可能である課題の候補として、室内画像

を用いたオドボール課題(注)と、表情認知課題とがあることを明らかにした。コロナ禍以前に収集し

たデータに基づいて機械学習を行い、認知機能の低下の有無を判別が可能であることを確かめ、

オドボール課題、表情認知課題遂行中の脳波データに機械学習技術を適用し、認知機能低下の

有無を判別した結果を報告する論文が出版された[1, 2]。 

具体的には、室内画像を用いたオドボール課題遂行中の脳波データを、各種の機械学習器に

入力したところ、ランダムフォレスト、全結合のニューラルネットワークを適用したいずれの場合も、

80%以上の精度で判別可能であることを確かめた。また、表情認知課題遂行中の脳波データを、各

種の機械学習器に入力したところ、ランダムフォレスト、全結合のニューラルネットワークを適用した

いずれの場合も、90%以上の精度で判別可能であることを確かめた。 

 この他、ロボットが司会する写真を用いた会話による認知機能介入プログラム（PICMOR）のラ

ンダム化対照群付比較試験を報告する論文、介入後の両群の脳構造画像において、記憶に関連

する部位の体積が異なることを報告する論文が出版された[3, 4]。また、写真を用いた対話ロボット

システムを開発し、コロナ禍に在宅で利用評価する実験に成功し、その結果を報告する論文が出

版された[5]。 

2021 年度には、科学データ共有に関する国際ネットワーク、CODATA の Working Group ”

Creative Living and Ageing through Cross-disciplinary Utilization of Data and Knowledge”を、研

究代表者が Co-Chair として提案し、採択され、独仏の代表者が Committee として参加している。

2022 年度は、この WG が主催するワークショップを開催する予定である。分野横断的なデータ、知

識を、どのように蓄積、共有、活用することで、創造的な生活と加齢が実現するかを議論する。 

 

(注) 連続した一定の刺激の中へ、低い確率で、突然に別の予期しない刺激を与えて反応を測定

する試験。 

 

https://www.emf-portal.org/ja/glossary/1158
https://www.emf-portal.org/ja/glossary/1520
https://www.emf-portal.org/ja/glossary/1158
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§２．研究実施体制 

（１）理化学研究所グループ 

① 研究代表者：大武 美保子 （理化学研究所革新知能統合研究センター チームリーダー） 

② 研究項目 

・高齢社会のための AI: AI により促進される認知機能訓練のための基礎研究と

実用的なツールの開発 
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